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	応用
	抗原情報
	背景
	タンパク質キナーゼシグナル伝達カスケードの構成要素。TRAF6およびTGF-βシグナル伝達のメディエーター。TRAF6シグナル伝達に応答してIKBKBおよびMAPK8を活性化する。NF-κB活性化およびp38 MAPK経路を刺激する。浸透圧ストレスシグナル伝達では、MAPK8/JNKの活性化に主要な役割を果たすが、NF-κBの活性化には役割を果たさない。MAPキナーゼシグナル伝達経路の必須構成要素として機能するセリン/スレオニンキナーゼ。環境の変化によって引き起こされる細胞応答のカスケードにおいて重要な役割を果たす。TRAF6、インターロイキン-1（IL-1）を含むさまざまなサイトカイン、形質転換成長因子β（TGFB）、BMP2およびBMP4などのTGFB関連因子、Toll様受容体（TLR）、腫瘍壊死因子受容体CD40、およびB細胞受容体（BCR）のシグナル伝達を媒介する。セラミドはMAP3K7/TAK1を活性化することもできます。活性化されると、MAP2K1/MEK1、MAP2K3/MKK3、MAP2K6/MKK6、MAP2K7/MKK7といった複数のMAPキナーゼのリン酸化と活性化を介して、MKK/JNKシグナル伝達カスケードおよびp38 MAPKシグナル伝達カスケードの上流活性化因子として機能します。これらのMAP2Kは、p38 MAPK、c-jun N末端キナーゼ（JNK）、およびI-κBキナーゼ複合体（IKK）を活性化します。p38 MAPKとJNK経路はどちらも転写因子活性化タンパク質-1（AP-1）を制御し、核因子κBはIKKによって活性化されます。MAP3K7はTRAF6シグナル伝達に応答してIKBKBとMAPK8/JNK1も活性化し、BMP2誘導性アポトーシスを媒介します。浸透圧ストレスシグナル伝達において、MAPK8/JNK1の活性化に主要な役割を果たすが、NF-κBの活性化には関与しない。TRIM5カプシド特異的制限活性を促進する。RIPK1の「Ser-321」をリン酸化することで、RIPK1とRIPK3の相互作用を正に制御しネクロプトーシスを促進する一方、RIPK1キナーゼ活性およびFADDとの相互作用を負に制御しアポトーシスを媒介する（類似性による）。
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	TAK1 抗体 (1:1000 希釈) を使用した Hela A431 細胞溶解物中の TAK1 のウエスタン ブロット検出。

